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	委託業務名
	

	ふりがな
技　術　者　氏　名
	

	以下の欄は、上記技術者の空洞箇所の診断率に関する業務実績について記入してください。

	発注機関
	案件名
	業務内容
	委託期間

	
	
	
	

	一次調査の空洞調査延長
	

	二次調査（スコープ調査）数
（異常箇所数
	

	二次調査における空洞発見数
	

	空洞発見率
	

	「空洞発見率」とは、下記によるものとする。
空洞発見率（％）＝（「二次調査における空洞発見数」／「二次調査（スコープ調査）数」）×１００
※二次調査（スコープ調査）数が２０箇所以上の実績を対象とする。
二次調査における空洞発見数は、路面下空洞探査車等による路面下異常信号箇所を二次調査（スコープ調査）により空洞（隙間を含む）と確認された箇所数であり、二次調査（スコープ調査）数は、スコープ調査を実施した箇所数とする。

	提出資料
	上記で記載した内容が確認できる資料（契約書、業務計画書、特記仕様書、業務報告書（ＴＥＣＲＩＳの登録履歴の写し等）等の該当部分の写し）を提出すること。


